
○　本校の概要 令和7年3月4日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：全学級で働きかけた。 4:80%
以上

３：８０％以上の学級で働きかけた。 3:70%
以上

２：６０％以上の学級で働きかけた。 2:60%
以上

１：働きかけた学級は６０％未満であった。 1:60%
未満

Ｄ

Ａ 3

１：
60%
未満

１：
60%
未満

Ｄ

Ａ 4

4

Ｃ

４：
80%
以上

３：
70%
以上

２：
60%
以上

３：
70%
以上

4

２：
60%
以上

Ｃ

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。

4

3

4

３：
70%
以上

Ｂ 2

Ｂ

4

4

3

3保護者対象アンケート
において「学校は、学
校行事などに地域の
協力を得ている。」と回
答した割合

○学校運営協議会において、校内
見学や授業参観を実施し生徒の学
習活動の様子を直接見ていただいた
感想や意見を教員の授業力の向上
につなげる。

○外部人材の招聘や校外の体験学
習について、学校支援地域本部の
力をかり、生徒に様々な経験を積ま
せる機会を作っていく。その際、保護
者に情報提供を行っていく。

〇「おおたこどもポスター」を保護者
に周知し、地域と一体となって教育
活動を進められるように推進してい
く。

Ｄ

Ｃ

3

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向け
て、教員の資質・能力の向上や校内における
支援体制の充実、特別支援教室巡回指導教
員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

2

3

3

保護者対象アンケート
において「学校は、環
境美化に積極的に取
り組んでいる。」と回答
した割合

１：
60%
未満

生徒対象アンケートに
おいて「学校の雰囲気
は明るく、毎日、学校
に行くのが楽しい」と回
答

4

3

4

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくため
に重要な創造力
や課題解決力、
情報活用能力を
育成します。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

Ａ 4

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

保護者対象アンケート
において「お子さんは、
授業をまじめに受け学
習内容を身に付けて
いる。」と回答した割合

保護者対象アンケート
において「授業はわか
りやすく、よく理解でき
る。」と回答した割合

２：
60%
以上

Ｃ

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

◯校内や地域の活動、地域のイベン
トに積極的に参加できるようにする。
◯避難所運営訓練に２学年の生徒
が参加し、防災意識を高めるとともに
地域に貢献する態度を養う。

4
・継続していきたい行事である。
・２年生以外にも広げられるといい。
・防災教育において積極的に地域との連携を図っている。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

＊生徒・保護者を対象
としたアンケート調査を
実施し、地域とのつな
がりに関する回答結果
の状況で判断する。

特

色

あ

る

取

組

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4

２：
60%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3
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す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

目標に対する成果指標

5

防災教育の充実を進め、生徒の理解を深
めることによって避難所と避難場所の運営
に貢献できる態度を養う。

４：
80%
以上

地域とのつながり
を大切にする機会
をつくります。

4

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

5

1

２：
60%
以上

Ｃ

３：
70%
以上

３：
70%
以上

３：
70%
以上

成果
評価

令和６年度　大田区立大森第四中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

池上本門寺や本門寺公園に隣接し、区内屈指の緑豊かな自然に囲まれた学校である。ほぼ毎年野生のタヌキが現れ、子育てをしている。生徒や教職員、地域の方々もそれをほほえましく見守っている学校である。
令和６年度は、第１学年５学級、第２学年４学級・３学年５学級の１４学級、約５１１名の生徒が在籍し、教育目標は「恵まれた環境を生かし、『自主的で、品の良い、健康的な、努力を惜しまない生徒』を育てる。」を掲げている。村上昭夫校長が着任して３年目となる。「学校には、感動がある！」「い
じめは絶対に許さない。」「相談しようよ！」のスローガンを全校朝礼や行事等の校長挨拶で生徒に示し、すべての教育活動をこれらの言葉に結び付けている。今年度より３つの「聞く力」（聞く・聴く・訊く）の育成に力を入れ、「思考力・判断力・表現力」の向上を図っている。
生徒が主体的に取り組み、熱意と力がこもった運動会と清陵祭・合唱コンクール等の学校行事は本校の伝統で、多くの保護者や地域の方が来校する。今年度学校運営協議会を設置し、コミュニティー・スクールとなった。PTAの応援体制が強力で、「地域学校協働本部（すけっと清陵）」と「親父の
会」は、校内ペンキ塗りボランティアや地域清掃ボランティアを主催し、生徒がボランティア活動に参加し、地域と学校をつなぐ役割を担ってくれている。また、防災活動拠点訓練を池上特別出張所、市之倉北町会、堤方北町会、桐里梅田町会と共同で実施しており、そこに、本校第２学年生徒が授
業の一環として参加している。防災を通して地域の一員として生徒が主体的に活動する育成の場となっている。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。
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学
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教

師

力

を

向

上

さ

せ

ま

す

1

学校関係者記入欄

4

4

４：
80%
以上

〇道徳の授業では考えることと話し
合うことを重視し発問を工夫する。ま
た、資料活用による充実を図るととも
に、評価についての研修を行う。

〇SNSの使用や人権に関する学習
では、生徒に深く考える機会を与え
る努力をする。

〇毎時の体育授業において補強運
動の取組を行っている。生活習慣の
確立については、保健給食部や生
活指導部と連携し、「早寝・早起き・
朝ごはん月間」のアンケートにより実
態を把握し、効果的な意識啓発を
行っていく。

○「食育」について、教職員が意識を
高め、給食指導に限らず各教科等に
おいても計画的に推進する。

○小中一貫教育の会を通して、校区
の学習・生活のスタンダードを確認
し、児童が中学校の様子を知る機会
を設定し、小中連携して指導にあた
る。

4

２：
60%
以上

１：
60%
未満

４：
80%
以上

４：
80%
以上

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

〇STEM教育の基礎としてのあらゆ
る分野で興味・関心を高める活動の
充実を図る。

〇清陵祭や運動会などを通して、生
徒が主体的に行動し、自ら判断し実
行する機会を増やす。

〇毎日の教科や授業で、生徒の発
表や意見交換や登校などに
chromebookを活用し、多くの他者の
考えに触れさせる。

〇ICT機器の活用のための校内研
修会を行う。

〇身近な話題についての理解や表
現、簡単な情報交換ができるコミュニ
ケーション能力を養う。

〇文法訳読に偏ることなく、互いの
考えや気持ちを英語で伝え合う学習
を重視する。

〇すべての教育活動を通して、尊敬
の念、思いやりの心を忘れず、人に
やさしくでき、自分と考えの違う人と
も理解し合い協働できる能力を育成
する。

〇ユネスコスクールとしての使命を
再確認し、ＳＤＧｓの達成の視点を取
り入れた学習を取り入れる

個

別

目

標

５

自

分

ら

し

く

い

き

い

き

と

生

き

る

た

め

の

学

び

を

支

援

し

ま

す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

・取り組み内容はいいと思う。

・「予測困難な未来社会」が相手なのでこれで完璧という学習
はありえないと思うが、古さと新しさを融合した学びの場を提
供し続けてほしい。

・職場体験等積極的な参加をはじめ、人の話をよく聞き、自分
の意見を発する学習を行っている。

・英語力が向上すると思うのでいいと感じる。

・生成AIが発達している昨今、外国語を学ぶ意味も伝えられ
る教育になっていくとよいと思う。

・英語教育について十分検討され、生徒が楽しく授業を受け
ている。

・常に向上を目指す姿勢が感じられる。

・小中一貫教育の流れは、誰も取り残さない環境には必要だ
と思う。

・食育は、大森第四中学校の魅力だと思う。

・道徳授業等、生徒に考える習慣が身につく工夫をしている。
また、食の重要性等、生活習慣についても積極的に取り組ん
でいる。

生徒アンケートにおい
て「大森四中の先生
は、授業を工夫して教
えてくれる。」と回答し
た割合

４：
80%
以上

３：
70%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満

保護者対象アンケート
において「四中生の生
活態度（登下校の様子
を含む）は、良好であ
る」と回答した割合

１：
60%
未満

１：
60%
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。
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個

別

目

標

１

予

測

困

難

な

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

力

を

育

成

し

ま

す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高
めるとともに、我
が国や郷土の伝
統文化に触れ、
尊重する心や、
協力していく態度
を育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。

個

別

目

標

２

世

界

と

つ

な

が

る

国

際

都

市

お

お

た

を

担

う

人

材

を

育

成

し

ま

す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個

別

目

標

３

一

人

ひ

と

り

が

個

性

と

能

力

を

発

揮

す

る

た

め

の

基

礎

と

な

る

力

を

育

成

し

ま

す
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Ｂ

Ｄ

〇生徒が安心して、落ち着いて学校
生活を送るために老朽化に対して修
繕しつつ、全職員で環境美化に対す
る意識を高める。

○教職員が同一歩調で指導にあた
ることができるように、実際の指導の
経過・結果を十分に共有し、教員各
自の生活指導に反映させる。

〇生活指導部を中心に、全校朝礼
や学年・学級指導において安全指導
を行い、生徒の安全に対する意識を
高め、身を守る知識・技能を身に付
けさせる。

4

４：
80%
以上

③避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

Ｄ

4

2

Ｂ 2

Ｂ

Ｃ

・指導力の向上につながり、教育環境はいいと思う。

・すぐ緩むのが中学生の特徴でもあるので、引き続き「やる
気」になる動機づけを続けていただきたいと思う。

・今年度から学校運営協議会が始まり、地域とのつな
がりがさらに深まったと思います。

・運営協議会等での情報交換等がいいと思う。

・地域との連携はまだまだ足りないと思う。コミュニ
ティー・スクールを上手に使って拡大していけるといい。

・校内見学や地域との連携をより強めていけたらいい。

・指導力の向上につながり、いいと思う。

・勤務時間が長くなりがちな教育という仕事ですが、それでも
プライベートの時間を作って「教師力向上」に務めている方を
何人も知っている。社会人でも勤務時間外にスキルアップの
ために学び続ける人も大勢いいる。そういう活動を推奨する
仕組みができるといい。

・ICT機器活用を積極的に行い、授業が楽しくなるよう計画さ
れている。

◯ICT機器を活用した新たな教材や
学習活動等を取り入れ「個別最適な
学び」や「協働的な学び」の充実に効
果を上げるために校内研修会を行
う。

○校内で研究授業を行い、また、外
部講師を招いた研修会を行い授業
力の向上を図る。

○校内で相互の授業見学を活発に
行い、ＯＪＴを充実させる。

○研究会・研修会に計画的な参加を
推奨し、その成果を授業改善に生か
す。

○分かりやすい授業、興味・関心を
高める授業を目指し、ＩＣＴ機器を活
用した授業を展開する。

4

・困難な児童生徒への個々の取組がいいと思う。

・学校長の強いメッセージは生徒たちに響いていると思う。

・生徒が相談しやすい環境とスクールカウンセラー等との連
携を密に対応している。また、いじめは許さないを基本にみん
なで共有している。

〇「共生社会」の実現のため、誰もが
相互に人格と個性を尊重し支え合
い、多様なあり方を認め合う学びの
場を設ける。

○特別支援教育について、担任と校
内委員会が連携し、組織的に推進す
る。

○WEB_QUやメンタルヘルスチェック
の結果を基に、SCとも連携し、組織
的に生徒に対して組織的に対応す
る。

○問題行動・不登校問題等について
行われた会議の内容は、知るべき教
職員が必要な情報を確実に共有で
きるように努める。

〇人権尊重を基盤に「学校には、感
動がある」「いじめは許さない」「相談
しようよ」をキーワードとし、生徒・保
護者や地域の信頼に応えるように教
育活動を進めていく。

〇スクールカウンセラーやスクール
ソーシャルワーカーとの連携を図り、
教員の外部との連携意識を高める。

4

Ａ


